
笹
山
た
み
さ
ん
。
明
治
九
年
七
月
十
日
生
れ
、
九

十
六
才
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
代
を
生
き
ぬ
い
て
き
た

人
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
目
も
耳
も
確
か
で
、
ひ
た
い

に
き
ざ
ま
れ
た
深
い
し
わ
の
ほ
か
に
は
最
高
令
者
を

感
じ
さ
せ
な
い
。

朝
は
六
時
の
時
報
と
と
も
に
起
床
。
夜
は
八
時
に

就
寝
と
規
則
正
し
い
。
三
度
の
食
事
は
軽
く
二
膳
、

な
ん
で
も
よ
く
食
べ
る
。
漬
物
は
欠
か
し
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
。
好
き
な
も
の
は
魚
と
海
藻
類
。

日
課
の
一
つ
は
散
歩
。
家
の
ま
わ
り
を
ゆ
っ
く
り

歩
く
。
こ
れ
ま
で
病
気
ら
し
い
病
気
は
八
十
二
才
の

と
き
、
盲
腸
炎
の
手
術
を
受
け
た
だ
け
。
百
才
を
目

の
前
に
し
て
益
々
元
気
な
笹
山
さ
ん
で
あ
る
。

（関
連
記
事
六

・
七
面
に
）
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来
年
二
月
か
ら
ス
タ
…
ト

藤
勇
蔵
小
泊
農
協
組
合
長
、
各

役
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

両
農
協
の
合
併
は
七
月
十
四

日
、
促
進
協
議
会
が
発
足
し
て

か
ら
急
速
に
進
み
、
具
体
化
し

ま
し
た
。
市
浦
村
農
協
は
組
合

員
数
三
百
三
十
七
人
、
水
田
面

積
四
百
五
十
診
、
肉
用
牛
三
百

七
十
頭
に
対
し
小
泊
農
協
は
百

六
十

一
人
、
水
田
五
十
診
、
百

九
十
頭
と
小
規
模
な
た
め
市
浦

が
小
泊
を
吸
収
す
る
形
と
な
っ

た
わ
け
で
す
。

合
併
後
は
県
農
協
中
央
会
の

指
導
で
畜
産
の
振
興
拡
大
を
柱

に
運
営
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
が
、
小
泊
で
は
不
振
だ
っ
た

信
用
、
販
売
、
購
売
、
共
済
な

ど
を
拡
大
し
あ
わ
せ
て
組
合
員

の
増
加
を
は
か
り
ま
す
。

合
併
の
方
法
は
市
浦
が
吸
収

の
形
を
と
り
、
両
農
協
と
も
十

二
月

一
日
予
定
の
総
会
で
決
議

し
、
小
泊
農
協
は
解
散
の
形
を

と
っ
て
四
十
八
年
二
月

一
日
に

ス
タ
ー
ト
の
予
定
で
す
。
所
在

地
は
市
浦
村
に
置
き
、
小
泊
は

支
所
と
な
り
ま
す
。
ま
た
職
員

の
身
分
、
組
合
員
の
資
格
は
い

ま
ま
で
ど
お
り
で
す
。

一
方
、
役
員
は
市
浦
は
い
ま

の
ま
ま
理
事
十
人
、
監
事
三
人

と
し
、
小
泊
は
理
事
七
人
か
ら

三
人
に
、
監
事
は
三
人
か
ら

一

人
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
出
資
金
額
は
、
現
行

市
浦
が

一
口
五
千
円
、
小
泊
三

百
円
で
す
が
、
二
年
以
内
に
五

千
円
に
増
資
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

畜
産
の
振
興
拡
大
目
ざ
し
て

市
浦
村
農
協
と
小
泊
農

協
が
合
併
す
る
こ
と
に
な

り
、
去
る
八
月
三
十
日
、

相
内
児
童
館
で
合
併
予
備

契
約
に
調
印
し
ま
し
た
。

二
つ
の
組
合
は
こ
の
あ
と

地
区
ご
と
の
座
談
会
、
総

代
会
を
開
き
、
十
二
月

一

日
に
総
会
を
開
い
て
明
年

二
月

一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
行
政
区
域
を
越

え
た
広
域
農
協
の
合
併
は

県
内
で
二
番
目
で
す
。

調
印
式
に
は
合
併
促
進
協
議

会
長

・
白
川
村
長
、
副
会
長

・

藤
田
小
泊
村
長
、
中
島
富
雄
県

経
済
課
長
、
三
上
兼
四
郎
県
農

協
中
央
会
長
、
小
野
村
正
己
北

地
方
農
林
事
務
所
長
の
ほ
か
小

笠
原
市
浦
村
農
協
組
合
長
、
加

峰    二_    ・
合併予備契約書に調印する小笠原 (市浦)加藤 (小泊)両組合長

―
只
Ｎ

Ｉ

▼|〕磨11:■

::|111:1静 111111111: 電

騨
縦
攀
輝

―
市
浦
営
林
署
―

△
青
森
局
経
営
部
＝
菊
池
章

（
市
浦
署
長
）
△
市
浦
署
長
＝

鶴
田
忠
行

（
三
戸
署
長
）

△
新
町
署
＝
熊
谷
和
彦

（庶

務
課
長
）
△
青
森
局
＝
三
浦
忠

義

（事
業
課
長
）
△
久
慈
署
事

業
所
主
任
＝
高
谷
健

（小
泊
事

業
所
同
）
△
金
木
署
＝
藤
田
剛

（小
泊
事
業
所
）
△
青
森
署
＝

鈴
木
利
貴
雄

（
同
）
△
鰺
ケ
沢

署
＝
葛
西
和
男

（
土
木
係
）
△

事
業
課
長
＝
菊
池
久
吉

（
気
仙

沼
署
）
庶
務
課
長
＝
神
繁
雄

（

野
辺
地
署
）
△
小
泊
製
品
事
業

所
主
任
＝
佐
藤
力
男

（官
古
署

）
△
小
泊
製
品
事
業
所
＝
三
浦

徳
三
郎

（
田
山
署
）
△
同
＝
田

村
光
治

（
大
船
渡
署
）
△
市
浦

製
品
事
業
所
＝
小
笠
原
俊
信

（

脇
野
沢
署
）

調印が終わ り、拍手のなかでにこやかに握手
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総
合
籍
の
３
第
三
位
を
獲
得

―

女

子

パ

レ
ー
初

優

勝

―

結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

（卓
球
）

▽

一
回
戦
＝
市
浦
３
１
２
脇

野
沢
、
二
回
戦
＝
市
浦
３
１
１

佐
井
、
準
決
勝
＝
田
舎
館
３
１

０
市
浦
（宮
本

一
郎
、
岡
本
隆
雄
、

奈
良
孝

一
、
吉
田
貞
子
、
木
村

房
子
、
三
浦
弘
子
）

（相
撲
）

▽
準
決
勝
＝
平
館
３
１
２
市

浦

Ｃ
一和
孝
徳
、
三
和
金
春
、

大
性
多
喜
雄
、
吉
田
重
夫
、
笹
　
相
馬
△
決
勝
＝
市
浦
２
１
１
小

山
精
喜
、
佐
藤
昭
憲
）
　
　
　
　
泊
△
決
勝
＝
市
浦
２
１
０
風
間

（゙
ハ
ト
ミ
ン
ト
ン
）
　
　
　
　
浦

（
パ
レ
ー
は
総
合
第
二
位
と

▽
準
決
勝
＝
脇
野
沢
２
１
０
　
な
る
）

（安
保
静
雄
、
丁
子
谷
直
子

今
律
子
、
三
浦
良
子
、
米
谷
ゆ

き
子
、
佐
藤
久
子
、
工
藤
美
里

子
、
三
和
の
り
子
）

（総
合
得
点
）

①
田
舎
館

（
八

一
・
五
）
②

階
上

（
三
四
）
③
市
浦

（
二
九

・
五
）
④
三
厩

（
二
一Ｃ

⑤
小

泊

含
五

）
０
エハ
ケ
所

含
〓
一

）
⑦
岩
崎

（
二

一
・
五
）
③
稲

垣

（
二

一
（参
加
し
た
の
は
二

五
村
で
す
）

第
二
十
七
回
市
町
村
対
抗
県
民
体
育
大
会
は
八
月

二
十
六
、
二
十
七
日
の
二
日
間
、
県
営
競
技
場
を
中

心
に
十
二
会
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
本
村
は
五

十
四
人
の
選
手
団
を
送
り
六
種
目
に
善
戦
健
斗
し
、

な
か
で
も
女
子
パ
レ
ー
は
初
優
勝
の
栄
冠
を
獲
得
、

村
の
部
総
合
で
堂
々
第
三
位
入
賞
を
果
し
ま
し
た
。

（陸
上
）

▽
男
子
八
〇
〇
財
リ
レ
ー
決

勝
五
位

（成
田
慶
蔵
、
成
田
義

正
、
吉
田
誠

一
、
三
和
省
勝
）

▽
同

一
〇
〇
妍

決
勝

＝
六

位
、
秋
田
谷
勇
男

（
一
三
秒
○

）
、
八
位
、
宮
本

一
郎

▽
走
巾
と
び
＝
四
位
、
成
田

慶
蔵

市
浦
（
丁
子
谷
悟
、
西
谷
俊

一
、

島
谷
幸
子
）

（゙
ハ
レ
ー
男
子
）

▽
準
々
決
勝
＝
南
郷
２
１
１

市
浦
（相
川
常
雄
、
三
浦
忠
雄
、

三
和
均
、
秋
田
谷
清
春
、
笹
山

明
人
、
成
田
義
正
、
三
和
清
規

工
藤
広
直
、
三
和
剛
雄
）

（
パ
レ
ー
女
子
）

△
準
々
決
勝
＝
市
浦
２
１
０

お出

:青
く談

だに

さヨ
い て

談
所
」
を
ご
利
用
ね
が
っ
て
い
ま
す
。

出
か
せ
ぎ
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
、
家
業

へ
の
影
響
、
子
ど
も
の
教
育
、
家
庭
生
活
、
労
働
に

よ
る
災
害
、
音
信
不
通
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

あ
り
ま
す
が
、
事
故
が
発
生

し
て
か
ら
の

相
談
よ

り
、
未
然
に
防
止
す
る
相
談
に
特
に
つ
と
め
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
同
じ
境
遇
に
あ
る
か
た
た
ち
が
、
い
ろ
い

ろ
の
問
題
を
話
し
合
い
、
一意
識
を
高
め
る
た
め
の
出

か
せ
ぎ
団
体
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
促
進
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
い
う
ち
に
出
か
せ
ぎ
者
留
守

家
族
の
会
を
結
成
の
予
定
で
す
。

陸上 15ooメー トル決勝、力走する佐藤二郎選手

本村選手団堂々の入場行造 (旗手は工藤広自君)
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、
二
十
二
日
か
ら
十

月

一
日
ま
で
の
十
日
間
行
な
わ
れ
ま
す
．

編
集
室
で
は
、
こ
の
運
動
に
呼
応
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
か
た
が
た
に
登
場
ね
が
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら

「
交
通
安
全
」
に
対
す
る
考
え
か
た
、
意
見
、

感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
考

え
て
い
る
こ
と
も
か
み
合
せ
事
故
防
止
に
つ
と
め
ま

行
動

・
判
断
力

・
協
調
の

精
神
が
た
い
せ
づ
―

相
内
・
団
依
頼
員
　
米
谷
正
三
（
１９
）

現
在
で
は
、
い
く
ら
交
通
安

全
運
動
を
や
っ
て
も
、
事
故
は

一
向
に
減
っ
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
と

考
え
ま
す
が
、
な
か
な
か
む
ず

か
し
い
問
題
で
す
。
交
通
安
全

に
対
し
て
、
私
が
日
ご
ろ
考
え

て
い
る
こ
と
は
、
自
分
自
身
の

行
動
、
判
断
力
、
協
調
性
の
結

神
が

一
番
大
切
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
す
。

ま
た
、
車
を
運
転
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
常
に
心
を
引
き
締

め
て
、
運
転
に
専
念
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
自

分
で
は
女
の
子
が
歩
い
て
い
る

と
つ
い
ふ
″
向
い
て
見
た
り
、

カ

ッ
コ
よ
く
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

た
り
し
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
こ

と
で
は
安
全
運
転
は
だ
い
な
し

で
あ
り

交
通
事
故
の

も
と
で

す
。
ほ
ん
と
う
に
自
分
自
身
が

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
無
免

許
運
転
、
酔

っ
ば
ら
い
運
転
は

な
お
さ
ら
で
す
。
ま
た
、
私
は

事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
道
路

の
整
備
、
拡
張

・も
大
い
に
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

現
状
の
道
路
で
は
せ
ま
す
ぎ
る

と
思
い
ま
す
。
自
や
県
ま
た
は

村
で
も
も
う
少
し
積
極
的
に
道

路
を
整
備
、
拡
畷
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

不
快
な
言
葉
に
よ
り
刺
激
さ

れ
る
精
神
的
被
害
は
、
同
武
器

の
言
葉
で
攻
撃
す
る
と
い
う
手

脇
元

・
主
婦

ド
ラ
イ
パ
ー

テ
レ
ビ
、
新
聞
の
ニ
ユ
ー
ス

と
し
て
報
道
さ
れ
て
い
る
交
通

事
故
は
、
日
に
あ
ま
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。 飲

酒

・
ス
ピ
ー
ド
違
反
を

交通道徳を守り、腐敗

的行動をつつしむこと

十三・公務員

福 井 友 子 (23)
―

バ
Ｎ

ｌ
断
も
あ
り
う
る
が
、
車
両
に
よ

り
追
突
さ
れ
た
場
合
、
さ
ら
に

車
両
で
追
突
す
る
と
い
う
手
段

方
法
も
な
く
、
結
局
悪
戯
に
不

快
指
数
を
増
加
さ
せ
る
だ
け
な

の
だ
が
、
先
日
事
故
に
あ
っ
た

友
人
が
、
そ
の
最
も
な
例
で
あ

新
車
を
購
入
し
、
姉
と
家
路

を
明
日
は
ド
ラ
イ
プ
に
明
後
日

は
デ
パ
ー
ト
に
と
そ
の
使
途
に

話
し
を
は
ず
ま
せ
た
の
も
束
の

間
、
前
方
よ
り
猛
ス
ピ
ー
ド
の

自
家
用
車
に
衝
突
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

物
体
破
壊
も
車
の
み
な
ら
愛

き
よ
う
が
残
る
が
、
そ
れ
が
顔

面
破
壊
に
ま
で
及
ん
だ
か
ら
、

後
仕
末
が
悪
い
。
婚
期
を
む
か

え
着
飾
る
に
は
最
も
敏
感
な
年

ご
ろ
、
半
年
過
ぎ
た
今
で
も
傷

こ
ん
が
明
確
な
の
だ
か
ら
彼
女

の
胸
中
は
察
す
べ
き
も
な
い
。

よ
う
す
る
に
、
社
会
の
汚
点

交
通
事
故
は
個
人
の
自
意
識
に

左
右
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
交
通

道
徳
を
守
る
他
な
い
の
だ
か
ら

違
反
行
為
を
喜
々
と
し
た
腐
敗

的
行
動
を
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
む
他

な
い
と
思
う
。

な
く
し
よ
う

―

竹

谷

好

江
（３０
）

ド
ラ
イ
パ
ー
で
あ
る
私
自
身

も
人
ご
と
で
は
な
く
、
悲
し
い

こ
と
の
起
ら
な
い
よ
う
、
日
ご

ろ
か
ら

「
注
意

一
秒
、
ケ
が

一

生
」
を
心
の
教
訓
と
し
て
い
る

さ
て
、
事
故
を
な
く
す
る
に

は
、第

一
に
飲
酒
運
転
は
絶
対
や

め
る
こ
と
。
私
も
現
に
同
乗
し

た
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
酔

っ
ば

ら
い
ほ
ど
ス
ピ
ー
ド
は
出
す
、

急
ブ
レ
ー
キ
は
か
け
る
、　
ハ
ン

四
日
市
公
害
は
煙
突
か
ら
排

気
ガ
ス
を
出
し
て
人
を
穀
し
、

東
京
に
住
む
人
間
も
公
害
で
生

命
が

危
険
に

さ
ら
さ
れ
て
い

る
。
毎
日
の
新
聞
テ
レ
ビ
に
出

な
い
日
が
な
い
程
で
あ
る
。
そ

れ
に
加
え
て
自
動
車
公
害

（事

故
）
で
あ
る
。
道
路
が
狭
く
人

の
歩
く
道
の
は
っ
き
り
区
別
さ

れ
て
い
る
所
は
ま
れ
で
あ
る
。

そ
れ
に
自
動
車
の
数
の
多
い
こ

と
、
事
故
の
ふ
え
る
の
は
当
然

で
あ
る
”
事
故
の
た
め
死
亡
す

老
人
も
交
通
法
規
を

身
に
つ
け
よ
う
―

老
人
夕
連
合
会
長
　
三
上
勇
之
助
（
７２
）

ド
ル
は
ふ

ら
つ
く
、
　
で
事
故

が
日
の
前

に
ぶ
ら
さ

が
っ
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
本

当
に
ハ
ラ
ハ
ラ
身
の
ち
ぢ
ま
る

思
い
が
し
た
も
の
で
す
。

第
二
は
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す

ぎ
、
わ
き
見
運
転
で
す
。

こ
れ
は
ド
ラ
イ
パ
ー
の
注
意

一
つ
で
追
放
で
き
る
で
し
よ
う

し
か
し
、
な
ん
と
し
て
も
ド

ラ
イ
パ
ー
だ
け
で
な
く
歩
行
者

ひ
と
り
ひ
と
り
の
注
意
も
必
要

な
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

る
数
は
年
々
多
く
な
っ
て
い
る

と
い
う
。

そ
の
他
の
公
害
は
自
衛
手
段

も
あ
る
程
度
可
能
だ
と
思
う
。

し
か
し
自
動
車
事
故
だ
け
は
違

う
。
私
ど
も
は
万
全
の
注
意
を

払

っ
て
も
相
手
は
突
然
や
っ
て

来
る
。
い
つ
、
ど
こ
で
殺
さ
れ

）
る
か
わ
か
ら
な
い
。
・
特
に
わ
れ

わ
れ
老
人
は
気
持
ち
は
若
い
が

年
に
応
じ
て
体
が
弱
く
な
っ
て

い
る
事
も
確
か
で
す
。
そ
こ
で

私
共
は
役
場
か
警
察
に
お
願
い

し
て
交
通
規
則
や
自
分
を
守
る

た
め
の
勉
強
を
積
極
的
に
し
て

事
故
を

一
つ
で
も
無
く
す
る
よ

う
に
協
力

努
力
す
る

考
え
で

す
。
昨
日
、
今
日
も
各
方
面
で

血
の
自
動
車
事
故
は
起
き
て
い

ま
す
。
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あ
し
た
は
わ
が
身
に

一　

　

　

な
ら
な
い
た
め
に
―

太
田
・教
員

斎
藤
　
友
男
（３９
）

と
に
よ
っ
て
防
げ
る
と
思
い
ま

す
。
他
人
に

一
杯
な
ら
と
進
め

ら
れ
、　
一
杯
の
も
の
が
二
、
三

杯
に

な
り
、　
ハ
ン

ド
ル
を
握

る
。
こ
れ
は
運
転
者
自
身
が
飲

ま
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に

他
の
人
も
絶
対
に
酒
は
す
す
め

ず
、
逆
に
運
転
す
る
な
ら
飲
ま

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
や
ら
な

け
れ
ば
飲
酒
運
転
も
、
な
く
な

交
通
の
発
展
と
と
も
に
、
「私

た
ち
の

生
活
は

進
歩
し
ま
し

た
。
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

そ
の
進
歩
の
裏
に
は
、
毎
日

あ
と
を
た
た
な
い
交
通
事
故
の

記
事
が
新
聞
に
の
る
の
で
す
。

運
転
者
が
悪
い
、
歩
行
者
が

悪
い
、
運
転
操
作
が
下
手
だ
か

で
も
、
こ
れ
ら
は
、
私
た
ち

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
の
急
な
飛

び
出
し
な
ど
運
転
者
が
い
く
ら

注
意
し
て
も
、
避
け
ら
れ
な
い

事
故
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
や
は

り
、
事
故
は
、
運
転
者
、
家
族

み
ん
な
が
注
意
し
、
協
力
し
な

い
限
り
な
く
な
ら
な
い
で
し
よ

人
間
の
手
で
作
ら
れ
、
動
か
さ

れ
る
も
の
な
の
で
す
。

三
年
ぐ
ら
い
前
に
な
り
ま
す

が
あ
る
夏
の
日
、
ダ
ン
プ
カ
ー

は
私
の
道
路
だ
か
ら
よ
け
ろ
と

い
わ
ん
ば
か
り
の
速
さ
で
通
り

過
ぎ
た
た
め
、
私
は
パ
イ
ク
の

ハ
ン
ド
ル
を
砂
に
と
ら
れ
転
倒

歩
行
者
も
運
転
者
も

確
固
た
る
自
覚
を

上
千
漁
業
　
本
荘
　
珍
雄
（５０
）

最
近
の
交
通
事
故
０
激
増
ぶ

り
は
ど
う
す
る
こ
と

，も
で
き
な

い
ょ
う
な
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
あ
し
た
は
わ
が
身
」
な
の
か

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
秋
の
交
通

ヽ
安
全
運
動
の
機
生
に
事
故
な
な

く
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
考
え
て
み
た
い
。

道
路
交
通
の
主
体
は
運
転
者

で
あ
り
歩
行
者
で
あ
る
。
い
か

ま
も
な
く
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
も
始
ま
つ
ま
す
が
年
々

車
の
数
が
増
え
る
と
と
も
に
交

通
事
故

も
多
く

な
っ
て
い
ま

に
安
全
施
設
の
整
備
や
道
路
の

改
良
が
進
み
、
交
通
指
導
取
締

り
を
強
化
し
て
も
、
交
通
道
徳

交
通
ル
ー
ル
そ
の
も
の
の
知
識

思
想
が
低
く
、
全
く
ル
ー
ル
を

無
視
し
た
運
転
や
歩
行
が
な
さ

れ
な
い
な
ら
ば
到
底
交
通
安
全

は
期
待
で
き
な
い
。

交
通
安
全
の
知
識
を
身
に
つ

け
正
し
い
運
転
、
正
し
い
歩
行

に
心
が
け

「
あ
し
た
は
わ
が
身

」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。

も
う
自
分

一
人
だ
け
の
注
意

で
は
事
故

は
防
止

で
き
ま
せ

ん
。
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
み

ん
な
の
協
力
で
事
故
を
な
く
し

た
い
と
思
い
ま
す
．

す
。
私
も
運
転
し
て
三
年
に
な

り
ま
す
け
ど
、
ま
だ
ま
だ
未
熟

で
、
あ
ま
り
大
き
な
こ
と
は
、

言
え
ま
せ
ん
が
、
事
故
を
起
さ

な
い
た
め
に
は
、
や
は
り
自
分

自
身
が
、
私
だ
け
は
事
故
を
起

さ
な
い
と
心
に
誓

っ
て
、
安
全

運
転
す

る
こ
と
だ
と

思
い
ま

す
。た
ど
え
ば
、
三
悪
の
一
つ
飲

酒
運
転
は
自
分
自
身
に
勝

つ
こ

人
間
社
会
の
進
展
と
と
も
に

道

・路
網
は
ま
す
ま
す
整
備
拡
張

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
と

同
時
に
毎
日
の
よ
う
に
交
通
事

故
に
よ
る
被
害
が
起
き
て
い
ま

す
。

原
因
は
交
通
事
故
に
よ
る
も
の

だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

ダ
ン
プ
カ
ー
の
若
い
運
転
者

の
無
謀
運
転
の
た
め
、　
一
回
転

し
て
そ
の
場
に
倒
さ
れ
、
車
は

逃
走
し
目
撃
者
の
通
報
に
よ
り

突
き
と
め
ま
し
た
が
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
は
三
度
と
く
り
返
さ

れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

運
転
者
が
交
通
法
規
を
守

っ
て

い
た
な
ら
ば
―
と
、
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。

要
す
る
に
事
故
を
な
く
す
る

に
は
、
歩
行
者

ｏ
運
転
者
が
そ

れ
ぞ
れ
交
通
法
規
を
完
全
に
守

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

に
は
、
確
固
た
る
自
覚
が
と
も

な
う
こ
と
は
当
然
で
す
。

な
い
の
で
あ
る
。

運
転
車
側
の
無
謀
運
転
と
、

歩
行
者
側
の
無
謀
歩
き
が
な
く

な
ら
な
か
っ
た
り
、
道
路
整
備

の
た
ち
お
く
れ
が
こ
の
ま
ま
の

状
態
で
続
い
た
り
、
す
る
と
交

通
事
故
は
減
ら
な
い
と
思
う
の

で
す
。　
一
つ
の
目
的
に
向
う
の

で
す
か
ら
ド
ラ
イ
パ
ー
側
の
気

持
に
な
り
歩
行
者
側
の
気
持
に

な
っ
て
進
む
の
で
な
け
れ
ば
無

意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
。

道路を拡幅して

車道歩道の区別を

相内・公務員

三和 省勝  (23)

自
分
自
身
が
心
に
誓

っ
て

．
　

　

安
全
運
転
の
励
行
を

野
死
・家
事
手
伝
い
　
笹
山
美
知
子
（２２
）

し
、
今
で
も
鏡
に
向
う
と
傷
が
　
　
四
年
前
の
八
月
結
婚
以
来
二

ぅ
か
び
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
十
数
年
間
、　
一
度
も
病
気
な
ど

私
た
ち
の
村
は
ま
だ
完
全
舗
　
し
た
こ
と
の
な
い
妻
が
、
十
三

装
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
車
道
　
社
の
上
で
交
通
事
故
に
あ
い
、

歩
道
を
区
捌
で
き
る
よ
う
、
幅
　
恥
骨
を
骨
折
し
通
院
す
る
よ
う

広
く
道
路
工
事
を
進
め
て
も
ら
　
に
な
り
、　
つ
い
に
こ
と
し
の
四

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
．
　
　
　
　
月
死
亡
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

相
手
の
気
持
に
な
っ
て

．
ひ
と
つ
の
目
的
へ
進
む
ト

大
田
・保
母
　
木
村
　
房
子
（
２２
）

と
も
に
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新

聞
は
そ
の
悲
惨
な
事
故
の
よ
う

す
を
次
々
と
伝
え
て
き
ま
す
。

原
因
…
酒
の
み
運
転
、
前
方
不

注
意
、
無
理
な
追
い
こ
し
等
あ

げ
た
ら
か
ざ
り
が
な
い
。
歩
行

者
側
に
も
、
と
び
だ

‘
し
、
無
理

な
横
断
、
左
側
通
行
、
道
路
で

の
遊
び
と
こ
れ
ま
た
か
ぎ
り
が

車`
走
年 る

そ ヨ

数 キ
を と
ふ 呼
や ば
す れ
と る



昭和 47年 9月 15日 報広 第 72号 18)

唐
川
城
は
応
保
二
年

（
一
、

一
六
三
）
の
築
城
で
あ
る
と
い

う

（
一
説
に
は
永
万
乙
西
元
年

（
一
、　
一
六
五
）
と
も
い
わ
れ

る
）
。
城
領
半
里
四
方
城
棟
四

十
八
棟
城
さ
く
六
百
七
十
間
城

兵

一
千
二
百
人
馬
百
四
十
頭
出

城
六
万
に
砦
十
棟
を
建
て
天
険

を
利
し
た
難
攻
不
落
と
称
さ
れ

た
城
寒
で
あ

っ
た
。
福
島
城
か

ら
脱
出
し
た
盛
季
の
残
兵
と
、

藤
崎
城
か
ら
脱
出
し
た
安
東
教

季
の
主
従
に
飯
積
高
た
て
城
か

ら
教
季
を
護
衛
し
て
来
た
援
兵

と
を
合
せ
て
ろ
う
城
し
て
い
た

応
永
三
十

一
年
五
月

（
一
、

四
二
四
）
南
部
勢
は
総
攻
撃
を

か
け
た
が
、
天
然
に
備
わ
る
要

害
は
い
か
な
る
大
軍
も
幾
度
も

敗
戦
に
終
わ
り
、
徒
ら
に
兵
馬

を
失
な
う
ば
か
り
で
あ
る
。
南

部
守
行
の
一
子
義
政
は
山
王
に

入
り
休
息
せ
ん
と
し
た
が
、
山

王
の
法
印
に
断
わ
ら
れ
て
憤
り

精
合
に
火
を
放
し
焼
き
討
ち
し

多
く
の

僧
は
奮
戦

し
殉
死
し

た
。
宝
物
は
奪
取
さ
れ
十
三
秀

栄
以
来
の
山
王
三
千
防
の
一
大

霊
場
も
烏
有
に
帰
し
た
。
南
部

守
行
は

一
子
義
政
の
妻
に
安
東

盛
季
の
娘
利
久
を
め
と
ら
せ
和

議
を
結
ん
だ
。
い
わ
ゅ
る
結
婚

謀
略
で
あ
る
。
こ
の
祝
い
に
臣

下
を
康
川
城
内
に
送
り
、
秘
か

に
城
内
の
離
反
を
謀
り
組
張
り

を
調
べ
た
。

守
行
は
病
に
お
か
さ
れ
阿
呼

寺
に
臥
す
身
と
な
り
、
日
夜
悪

夢
に
犯
さ
れ
て
苦
し
む
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
山
王
の
亡
霊

に
依
る
も
の
と
し
て
、
焼
け
跡

か
ら
青
銅
の
金
物
を
集
め
て
十

三
湊
の
仏
工
の
千
躯
仏
を
鋳
し

め
て
供
養
し
た
と
こ
ろ
、
病
は

治
ま
り
山
王
の
霊
験
に
驚
き
敬

拝
し
た
。　
一
方
唐
川
城
の
安
東

康
季
は
秘
か
に
城
を
抜
け
出
し

金
井
城
の
兵
を
率
い
て
南
部
が

占
領
し
に
諸
城
を
次
々
と
荒
し

ま
わ
っ
た
の
で
、
こ
の
通
報
を

受
け
た
。
守
行
は
包
囲
の
軍
勢

の
三
分
の

一
を
引
き
連
れ
て
岩

た
て
に
急
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

―

毀
Ｎ

Ｉ

唐
川
城
内
は
ま
た
、
軍
議
は

ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
康
季
は

諸
処
を
荒
し
て
帰
城
し
守
行
も

ま
た
、
包
囲
陣
に
加
わ
る
事
に

な
っ
た
。
応
氷
三
十
四
年
丁
末

年
六
月

（
一
、
四
二
七
）
突
然

総
攻
撃
を
か
け
た
が
、
依
然
と

し
て
兵
馬
の
損
失
は
甚
し
か
っ

た
。
唐
川
域
内
に
お
い
て
も
山

と
積
れ
に
食
糧
は
残
り
少
な
く

な
り
、
そ
れ
に
加
え
て
折
か
ら

の
日
照
り
続
き
に
兵
馬
の
飲
料

水
に
窮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
来

た
。
安
東
盛
孝
は
教
季
や

一
族

の
長
老
達
を
召
し
寄
せ
て
軍
議

し
城
を
捨
て
渡
島
に
退
き
再
挙

す
る
事
に
決
断
し
た
。

退
却
は
三
度
に
分
け
て
行
わ

れ
た
。
十

一
月
の
初
雪
の
降
る

日
に
さ
か
さ
ケ
ン
ジ
キ
を
履
き

杖
を
左
手
に
つ
い
て
城
か
ら
落

ち
て
行
っ
た
。　
一
部
は
秘
洞
か

ら
泌
か
に
小
泊
柴
崎
城
に
入
っ

た
。
船
隠
し
間
か
ら
軍
船
四
隻

を
仕
立
て

正
長
成
申

元
年

（

一
、
四
二
八
）
二
月
ま
で
に
兵

馬
を
渡
島
に
移
し
終

っ
た
、　
一

行
に
は
十
三
か
ら
供
を

。し
て
来

た
山
王
坊
、
永
善
坊
、
万
願
寺

の
実
桐
坊
等
で
道
明
法
印
の
呪

文
に
よ
り
て
海
上
は
お
だ
や
か

に
な
り
無
事
に
渡
道
し
た
。
こ

の
時
永
善
坊
は
十
三
城
下
の
国

分
寺
か
ら
本
尊
の
不
動
明
王
像

如
意
輪
親
音
像

（
推
古
仏
）
経

文
等
を
持
参
し
た
。

（筆
者
は
郷
土
史
家

・

村
史
編
集
員
）

応
永
の
乱

唐
川
城
合
戦
の
巻
①

山
　
内
　
英
太
郎

交通安全運転競技大会

一安協相内支部―

52人が参加、腕 きそ う

交
通
安
全
協
会
相
内
支
部

（

白
川
孝
治
支
部
長
）
で
は
、
運

転
技
術
の
向
上
を
は
か
る
た
め

八
日
、
相
小
校
グ
ラ
ン
ド
で
交

通
安
全
運
転
競
技
大
会
を
開
き

ま
し
た
。

大
会
に
は
五
十
二
人
が
参
加

し
日
ご
ろ
の
腕
を
き
そ
い
ま
し

た
が
さ
す
が
に
運
転
に
は
自
信

の
あ
る
人
ば
か
り
で
、
審
査
員

の
か
た
た
ち
も
順
位
を
決
め
る

に
汗
だ
く
で
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

（
二
輪
車
）

①
鳴
海
尚
志
②
山
内
久
夫
③

三
和
兼
人

（
大
型
車
）

①
三
上
光
治
②
三
和
孝
雄
③

佐
藤
孝
治

（普
通
車
）

①
山
内
久
夫
②
佐
藤
孝
雄
③

安
保
静
雄

（耕
運
機
）

①
三
上
光
治
②
奈
良
正
弘
③

三
和
隆
（
団
体
）

①
岡
本
市
雄
、
三
和
直
次
、

三
和
兼
人

②
三
上
光
治
、
山
内
久
夫
、

奈
良
正
弘

③
三
和
孝
雄
、
相
川
常
雄
、

佐
藤
憲
昭栃
１
に比ｙ

Ｏ
…
ご
ら
ん
の
よ
う
に
本
号

は
八
ベ
ー
ジ
建
て
と
し
、
写
真

を
主
体
に
し
た
広
報
を
つ
く
っ

て
教
ま
し
た
。

○
…
長
寿
者
の
番
付
は
、
当

初
七
十
五
才
以
上
に
す
る
予
定

で
し
た
が
、
そ
れ
で
は
早
す
ぎ

る
と
の
声
が
あ
り
八
十
才
以
上

に
し
ま
し
た
。
七
十
五
才
で
は

ま
だ
ま
だ
若
い
と
い
う
お
年
寄

り
に
は
敬
服
し
ま
し
た
。

○
…
秋
の
交
通
安
全
運
動
に

一
寄
せ
て
、、
九
人
の
か
た
の
意
見

感
想
を
収

録
し
ま

し
た
。
事

故
防
止
は
な
ん
と
し
て
も
ひ
と

り
ひ
と
り
の
自
覚
に
あ
る
よ
う

で
す
。
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ

つ
た
か
た
が
た
に

感
謝

し
ま

す
。


